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菊
香
る　

錦
秋
の
候　

皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
曳

山
博
物
館
の
運
営
に
関
し
ま
し
て
格
別
の
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
浜
曳
山
祭
も
ユ
ネ
ス
コ
登
録
を
受
け
て
三
年
目

と
な
り
、
当
曳
山
文
化
協
会
も
登
録
に
よ
り
、
市
民

を
始
め
、
山
組
関
係
者
の
機
運
の
高
ま
り
が
あ
る
あ

い
だ
に
、
従
来
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
た
諸
問
題
解
決

に
向
け
、
總
当
番
の
皆
様
を
始
め
、
山
組
の
あ
り
方

に
興
味
を
持
た
れ
て
い
る
山
組
関
係
者
は
も
と
よ

り
、
市
民
の
皆
様
に
お
力
添
え
を
頂
き
、
今
年
を
含

め
前
五
年
間
の
總
当
番
委
員
長
、
副
委
員
長
経
験
者

の
方
々
に
お
集
ま
り
願
い
、
当
協
会
理
事
長
の
諮
問

を
受
け
て
ご
協
議
検
討
頂
き
、
答
申
を
い
た
だ
く
機

関
の
創
設
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
曳
山
ま
つ
り
を
よ
り
推
進
す
る
」
組
織
と

し
て
、
山
組
の
代
表
の
方
、
十
三
人
と
地
域
住
民
の

代
表
者
、
祭
り
を
推
進
す
る
行
政
関
係
者
、
学
識
経

験
者
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
各
々
の
立
場
で
の
祭

り
に
対
す
る
課
題
等
を
ご
提
示
い
た
だ
き
、
そ
の
あ

り
方
、
方
向
性
を
探
り
当
て
ら
れ
る
よ
う
「
長
浜
曳

山
ま
つ
り
推
進
会
議
」
を
組
織
化
し
て
問
題
の
解
決

に
つ
な
げ
て
頂
こ
う
と
動
き
始
め
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
登
録
を
受
け
て
、
世
界
か
ら
長
浜
曳
山

祭
の
重
要
な
役
割
、
責
任
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
見
識
高
い
皆
さ
ま
に
て
ご
協
議
、
ご
提
案
を

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

祭
り
の
執
行
者
で
あ
り
ま
す
平
成
三
十
一
年
長
浜

曳
山
祭
の
總
当
番
が
十
一
月
一
日
の
總
当
番
初
集
会

を
開
か
れ
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
祭
り
が
ス
タ
ー
ト

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
三
十
一
年
度
總
当
番
委
員
の
皆
さ
ま
に
は
漣

委
員
長
を
始
め
と
す
る
十
三
人
の
委
員
の
皆
さ
ま

に
、
心
底
よ
り
敬
意
を
表
し
、
感
謝
申
し
あ
げ
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
の
總
当
番
委
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
曳
山
祭
を

運
営
し
て
い
く
中
で
、
旧
来
の
祭
り
の
伝
統
、
し
き

た
り
を
改
め
て
見
直
し
、
委
員
十
三
名
と
、
祭
り
関

係
者
全
員
が
、
行
事
の
再
確
認
を
し
て
、
同
じ
立
場

で
祭
り
運
営
に
当
た
り
た
い
と
、
三
度
に
亘
っ
て
勉

強
会
を
開
催
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
画
期
的
な
発
想
に
よ
っ
て
準
備
が
進
め
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

今
か
ら
春
の
風
物
詩
で
あ
る
「
長
浜
曳
山
祭
」
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

平
成
三
十
一
年
度 

長
浜
曳
山
祭
に
向
け
て

長
浜
市
曳
山
博
物
館    　

館
長　

岡
本 

保
男
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平
成
三
〇
年
度 

第
一
回 

市
民
曳
山
ま
つ
り
講
座

短
編
映
画
『
桑
の
実
』
の
試
写
会
を
通
し
て
み
る
曳
山
ま
つ
り

　

長
浜
曳
山
文
化
協
会 

伝
承
委
員
会
で
は
、
平

成  

年  

月  

日
に
市
民
曳
山
ま
つ
り
講
座
「
短

編
映
画
『
桑
の
実
』
の
試
写
会
を
通
し
て
み
る

曳
山
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

短
編
映
画
『
桑
の
実
』
は
今
年
の
長
浜
曳
山

祭
の
出
番
山
が
全
面
的
に
協
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
浜
曳
山
祭
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

登
録
推
進
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
の
「
愛
す
る
長
浜
」

も
映
画
に
挿
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
曳
山
ま
つ
り
講
座
は
募
集
を
か
け
て
す

ぐ
に
満
席
に
な
り
、
急
遽  

時
の
部
を
追
加
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
お
断
り
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ほ
ど
の
盛
況
で
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

短
編
映
画
を
鑑
賞
後
、
講
座
で
は
谷
口
未
央

監
督
に
ご
講
演
い
た
だ
き
、。
そ
の
後
、
当
財
団

の
伝
承
委
員
と
谷
口
監
督
、
ま
た
出
演
者
の
方

に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
映
画
に
つ
い
て
お

話
し
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
短
編
映
画
『
桑
の
実
』
は
《
番
外
編
》
で
、

来
年
の
ま
つ
り
で
は
本
編
を
撮
ら
れ
る
と
の
こ

と
で
す
。

30

10

13

16

1978

年
生
ま
れ
。
２
歳
よ
り
小
学
校
６
年
生
ま
で
滋
賀
県
長
浜
市

で
育
つ
。2008

年
よ
り
上
京
し
映
画
製
作
を
学
ぶ
。2011

年
、
主
に

長
浜
市
で
撮
影
し
た『
仇
討
ち
』が
多
く
の
映
画
祭
で
高
い
評
価

を
得
る
。20

1
2

年
、『
矢
田
川
の
バ
ッ
ハ
』(
伊
藤
由
美
子
原
作/

シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
な
ご
や)

の
監
督
公
募
に
選
出
。2013

年
、

『
彦
と
ベ
ガ
』の
脚
本
が
、「
伊
参
ス
タ
ジ
オ
映
画
祭
シ
ナ
リ
オ
大
賞

2013/

中
編
の
部
大
賞
」を
受
賞
し
、2014

年
に
自
ら
監
督
し
映
画

化
（川
津
祐
介
、
原
知
佐
子
主
演
）。
同
作
品
は
、「
あ
い
ち
国
際
女

性
映
画
祭2015/

フ
ィ
ル
ム
・コ
ン
ぺ
テ
ィ
シ
ョ
ン
長
編
フ
ィ
ル
ム
部
門

グ
ラ
ン
プ
リ《
金
の
コ
ノ
ハ
ズ
ク
賞
》」に
輝
き
、2016

年
夏
よ
り
東

京
を
皮
切
り
に
全
国
で
劇
場
公
開
さ
れ
た
。
（『
彦
と
ベ
ガ
』ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ http://hiko-vega.com

）現
在
、
長
浜
曳
山
ま
つ
り
映
画

『
い
ぶ
き
の
祭
り
（仮
題
）』を
準
備
中
。

谷
口 
未
央
氏

（
映
画
監
督
）

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

講演のようす

短編映画の上映

三
役
修
業
塾 

定
期
発
表
会

次
回
発
表
会
の
お
知
ら
せ

平
成　
　

年　
　

月
９
日

（日
）

１
、
絵
本
太
功
記 

十
段
目 

尼
ケ
崎
の
段

（前
）

　
　
　

浄
瑠
璃 

竹
本 

龍
豊
太
夫
、
三
味
線 

千
與
龍

２
、
絵
本
太
功
記 

十
段
目 

尼
ケ
崎
の
段

（中
）

　
　
　

浄
瑠
璃　

竹
本 

甚
太
夫
、
三
味
線 

豊
澤 

龍
三

平
成　
　

年
１
月　

 

日

（日
）

１
、
寿
式
三
番
叟

　
　
　

浄
瑠
璃 

岸
田
健
太
、
三
味
線 

中
川
太
吾
、
山
田
蒼
生

２
、
恋
飛
脚
大
和
往
来　

新
口
村
の
段

　
　
　

浄
瑠
璃 

竹
本 

壽
太
夫
、
三
味
線 

豊
澤 

楓
賀

30

12

31

27

場
所　

曳
山
博
物
館
『
伝
承
ス
タ
ジ
オ
』

時
間　
　

時
開
演

【
予
約
不
要
・
入
場
無
料
】

14

振付部門　初の発表会

義太夫部門

塾
生
の
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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「
曳
山
博
物
館
山
組
マ
ン
ス
リ
ー
」
と
は
、
１
か

月
ご
と
に
、
各
山
組
が
担
当
し
て
、
博
物
館
を
活
用

し
、
来
館
者
に
長
浜
曳
山
祭
や
曳
山
の
魅
力
に
つ
い

て
独
自
の
視
点
か
ら
紹
介
・
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
く

企
画
で
す
。
長
浜
曳
山
祭
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
始
ま

り
、
こ
の　

月
で　

の
山
組
が
２
巡
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
市
民
サ
ロ
ン
（
無
料
ス
ペ
ー
ス
）
を
活

用
し
各
山
組
独
自
の
展
示
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

来
館
者
へ
の
展
示
解
説
を
、
山
組
の
方
に
直
接
し
て

い
た
だ
い
た
り
、
し
ゃ
ぎ
り
の
演
奏
を
披
露
す
る
な

ど
、
様
々
な
形
で
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
日
開
催
さ
れ
た
マ
ン
ス
リ
ー
部
会
で
、
今
後
も

こ
の
活
動
を
続
け
て
い
く
方
向
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

山
組
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
活
動
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
文
化
協
会
職
員
も
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
み
、

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

11

13

山
組
マ
ン
ス
リ
ー

今
後
の
予
定
に
つ
い
て

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

　

月

　

月

　

月
１
月

２
月

平
成　

年
長
刀
組

靑
海
山

諫
皷
山

曳
山
博
物
館

月
宮
殿

常
磐
山

翁　

山

鳳
凰
山

高
砂
山

壽　

山

春
日
山

曳
山
博
物
館

猩
々
丸

萬
歳
樓

３１

１０１１１２

しゃぎりの演奏

中老による展示説明

市民サロンでの展示

今
後
の
展
示
に
つ
い
て

　

す
っ
か
り
涼
し
く
な
り
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
２
か
月
足
ら
ず
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。　

月
４
日
か
ら　

月
４
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
企
画
展
、

「
曳
山
を
彩
る
絵
師
た
ち
Ⅲ　

八
木
奇
峰
」
に
は
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、
奇
峰
の
作
品
を
観
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
月
の
曳
博
便
り
で
は
、

少
し
早
い
で
す
が
、
来
年
に
開
催
予
定
の
特
別
展
と
企
画
展
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
年
が
明
け
ま
す
と
、
１
月　

日
よ
り
３
月
上
旬
ま
で
の
会
期
で
、
特
別
展
「
歌

舞
伎 ―

誕
生
か
ら
子
ど
も
狂
言
ま
で―
」
を
開
催
予
定
で
す
。
こ
の
特
別
展
で
は
、

歌
舞
伎
・
祭
礼
に
お
け
る
芸
能
・
曳
山
と
い
う
長
浜
曳
山
祭
の
核
と
な
る
三
つ
の
要
素

が
ど
の
よ
う
な
歴
史
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
発
展
を
遂
げ
て
き
た
の

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
描
か
れ
た
絵
画
を
手
掛
か
り
と
し
て
皆
様
に
ご

紹
介
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

展
示
予
定
の
資
料
に
関
し
て
は
後
日
改
め
て
詳
し
く
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
が
、
豪
華

絢
爛
な
屏
風
絵
や
、
華
や
か
で
迫
力
の
あ
る
錦
絵
な
ど
見
ご
た
え
の
あ
る
絵
画
作
品
、

ま
た
江
戸
時
代
の
長
浜
曳
山
祭
に
関
す
る
資
料
も
多
数
展
示
予
定
で
す
。
特
別
展
の
会

期
は
、
ち
ょ
う
ど
長
浜
で
盆
梅
展
が
開
催
さ
れ
る
時
期
と
も
重
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

と
も
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

こ
の
特
別
展
が
終
わ
り
ま
す
と
、
４
月
末
よ
り
親
鸞
聖
人
と
大
通
寺
に
焦
点
を
当
て

た
企
画
展
を
開
催
予
定
で
す
。
来
年
は
親
鸞
聖
人
の
７
５
０
回
御
遠
忌
が
執
り
行
わ
れ

る
年
で
す
。
親
鸞
聖
人
を
宗
祖
と
す
る
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
で
あ
る
大
通
寺
で
も
、
来

年
の
５
月
に
盛
大
に
法
要
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の　

年
に
一
度
の
御
遠
忌
に
あ
わ

せ
て
、
当
館
で
も
親
鸞
聖
人
と
大
通
寺
に
関
す
る
資
料
を
展
示
し
た
く
、
現
在
企
画
を

練
っ
て
お
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
は
、
大
通
寺
に
伝
わ
る
貴
重
な
絵
画
作
品
な
ど
を
中
心

と
し
た
展
示
に
な
る
か
と
お
も
い
ま
す
。
今
月
号
で
ご
報
告
で
き
る
こ
と
は
ま
だ
少
な

い
で
す
が
、
ぜ
ひ
と
も
続
報
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

10

11

31

50



曳山博物館
N  A  G  A  H  A  M  A       H  I  K  I  Y  A  M  A       M  U  S  E  U  M

ON THE CROSSROAD OF OTEMON St. AND HAKUBUTSUKAN Ave.

発行日:平成３０年１１月１日

曳 山 の 展 示企画展

【
孔
雀
山
、
萬
歳
樓
】

曳
山
二
基
公
開

曳
山
を
彩
る
絵
師
た
ち
③

「
八
木 

奇
峰
」

　

月　

日

　

月　

日
～

５

４

16

12

【
翁
山
、
常
磐
山
】

曳
山
二
基
公
開

　

月　

日

　

月　

日
～

15

12

１

10

　

月
４
日

　

月　

日
～

11

４

10

－４－

平
成　

年
、
長
浜
曳
山
祭
の
出
番
山
が
、

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

３１

「
修
理
ド
ッ
ク
」
か
ら

　

平
成　

年
度
は
、
修
理
ド
ッ
ク
に
北
町
組
青
海

山
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。
青
海
山
は
、
楽
屋
木
部

修
理
と
舞
台
障
子
修
理
等
の
た
め
に
本
年
度
は
お

預
か
り
し
て
い
ま
す
。
今
回
も
、
舞
台
障
子
修
理

に
つ
い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

青
海
山
の
舞
台
障
子
修
理
は
、
表
具
師
の
坂
田

墨
珠
堂
に
て
岩
絵
具
の
浮
い
た
部
分
を
押
さ
え
る

作
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
舞
台
障
子
は
、
最

初
曳
山
博
物
館
か
ら
大
津
市
の
坂
田
墨
珠
堂
ま
で

搬
入
す
る
際
、
自
動
車
の
振
動
で
絵
具
が
剥
落
し

な
い
よ
う
に
画
面
を
養
生
し
て
運
搬
さ
れ
ま
し

た
。
事
前
の
破
損
状
況
確
認
は
次
の
と
お
り
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
舞
台
障
子
は
、
部
分
的
な
細
部

の
絵
具
の
剥
落
は
進
行
し
て
い
ま
す
が
、
本
紙

や
下
層
部
の
接
着
は
健
全
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
舞
台
障
子
は
、
腰
板
と

絵
画
本
紙
を
剥
が
す
本
格
的
な
解
体
修
理
は
行

わ
ず
、
彩
色
部
分
の
剥
落
止
め
処
置
と
料
紙
破

損
部
分
の
補
修
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
絵
画
部
分
で
欠
失
し
た
箇
所
の
書
き
起

し
や
着
色
は
行
な
い
ま
せ
ん
。（
つ
づ
く
）

展
示
の
お
知
ら
せ

30

白
色
顔
料
を
使
用
し
た
彩
色
部
分
で
は
、

黒
や
灰
色
の
シ
ミ
汚
れ
が
確
認
で
き
ま
す
。

④

本
紙
の
絵
画
部
分
は
概
ね
健
全
で
す
が
、
絵

画
に
使
用
さ
れ
た
絵
具
の
剥
落
が
進
行
し
、

剥
落
箇
所
で
は
金
箔
や
下
書
き
線
が
露
出
し

て
い
ま
す
。

絵
具
層
が
、
層
状
に
浮
き
上
が
っ
て
い
る
箇

所
が
数
か
所
あ
り
、
剥
落
の
進
行
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

画
面
全
体
に
、
擦
れ
や
打
突
等
に
よ
る
本
紙

料
紙
の
破
損
・
め
く
れ
等
が
み
ら
れ
、
部
分

的
に
金
箔
の
剥
が
れ
も
確
認
で
き
ま
す
。

①②③

坂田墨珠堂にて解体された舞台障子腰襖


